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★本年度の市と本校の状況

本校 市
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★指導の工夫と改善

歴
史

・本校生徒は、全般的に見ると市平均よりも高い正答率
を得ているものが多く、社会で学習した内容の定着があ
る程度図られているものと考えられる。特に、学習の基
本となる知識理解の分野では、10ポイント以上と市平均
を大きく上回るものが見られた。しかしながら、与えられ
た資料から多面的多角的に思考する分野について、市
平均を下回る結果となっているものが見られ、市平均を
上回るものでも大きくて6.7ポイントにとどまっていた。以
上のことから、今後はより社会的事象について、資料か
ら原因や事象の特徴を考えさせる課題を取り入れた授
業を展開していきたい。

・歴史的分野については、領域についても観点別に見て
も、市平均を上回る結果を得ることができた。これは、本
校生徒の歴史的事象に対する興味関心の高さにその要
因があるものと思われる。今後も知識、理解の定着のみ
ならず、写真など資料の活用や多面的、多角的な思考
を問う学習課題の設定など、生徒の興味関心を高める
工夫を行っていきたい。

日本の諸地域

中世の日本

近世の日本

・地域の特色について問われた大問４の(2)で70.9
ポイント、市平均より13.3ポイント高い結果を得る
ことができるなど全般的に市平均より高い正答率
を得ることができた。

・東山文化の文化財について、資料を読み取る
大問５の(1)で6.1ポイント市平均を上回ったほか、
全般的に市平均よりも高い正答率を得ることがで
きた。

・大問２については、世界人口の増加原因を問う
(3)で市平均を9.6ポイント上回った他高い正答率
を得ることができた。しかしながら、大問３におい
ては、(4)で5.7ポイント上回った以外は平均を下
回る結果となり、正答率自体も決して高いもので
はなかった。

・全般的に市平均を上回る正答率を得ることがで
きている。特に大問１の(2)で都道府県の位置や
都道府県庁所在地を問う問題では、市平均を
10.9ポイント上回る結果を得ることができた。
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・この領域では、大問７の(1)の19.4ポイントをはじ
め、大問６(3)③の15.9ポイントなど10ポイント以上
市平均を上回るものが多く見られた。ただ、太閤
検地の理解を問われた大問６の(3)①では、市平
均より9.3ポイントも下回る結果となった。
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